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ドイツ食文化の新たな潮流

ノンアルコールビールの進化

植物性食品へのシフト

持続可能性への意識の高まり

まとめ

べジタリアン向
けのオプション
が用意されてい
ることが一般
的になりつつ
　  あります。

　こうした食文化の変化は、環境への配慮とも密接に関連
しています。植物性食品の消費増加は、温室効果ガス排出
量の削減や持続可能な食の未来に貢献しているとされてい
ます。ドイツ政府も様々な政策を通じて持続可能な食品生
産と消費に向けた取り組みを強化しており、消費者の意識
の変化を促しています。

　伝統を重んじつつも、健康志向の高まりと地球環境に配
慮したライフスタイルを求める消費者の増加が、ドイツの
食文化の変化を牽引しています。こうした動向はドイツに
とどまらず、世界の食のトレンドとして、今後も新たな食
の価値観を形成していくでしょう。
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　「ビールとソーセージの国」というイメージが強いド
イツですが、近年はノンアルコール飲料と植物性食品に
対する関心が高く、これらの市場は目覚ましい成長を見
せています。ノンアルコール飲料の導入率は世界でもト
ップクラス、またヨーロッパ諸国の中でもベジタリアン
やヴィーガンの割合が最も高く、ヴィーガン先進国とし
ての地位を確立しています。

ドイツでは含有アルコール量が0.5％未満であれば
「ノンアルコール」とされますが、ノンアルコール飲料の
中でも特に需要が高いのがノンアルコールビールです。
　ドイツで初めてノンアルコールビールが作られたのは
1972年。旧東ドイツ・ベルリンのEngelhardt 醸造所で
製造されたノンアルコールビールは「運転者用ビール
(Autofahrerbier)」を略して「アウビィ(Aubi)」と名付けら
れました(*1)。1979年には「クラウスターラー(Clausthaler)」
が登場しノンアルコールビール市場に勢いがつき、以来、
品質改良と消費者のライフスタイルの変化と共に市場は
拡大し続けています。
　ドイツ連邦統計局によると、2009年から2019年の間
にノンアルコールビールの生産量はほぼ倍増し (*2) 、ド
イツ醸造家連盟によれば2020年の生産量は6億7000
万リットルに達しました (*3)。
　現在ドイツには約7,000のビール銘柄があり、そのう
ち700以上がノンアルコール関連です。品質と味にこだ
わったノンアルコールビールの需要増加に伴い、多くの
ビール醸造所がよりレベルの高いノンアルコールビール
の製造に注力しています。
　こうしたノンアルコール人気を牽引しているのは、25
～45歳のいわゆるミレニアル世代とZ世代。多様な選択
肢と健康への意識の高まりがトレンドを支えています。
コロナ禍で推奨された自宅での飲酒など、アルコールに
対する価値観の変化も影響しているでしょう。
　一過性のブームではなく、飲料の種類として定着した
感のあるノンアルコール飲料。アルコール飲料業界では
今後も需要が拡大すると予測しています (*4)。

　 ドイツのスタートアップ
「BettaF!sh」はワカメ由来の
ヴィーガンツナを製造。同
社製品を使用した軽食は日
本航空の東京ーロンドン線
でも提供されている。

　ドイツの食文化のもうひとつの大きな変化は、植物性食
品への関心の高まりです。2023年1月25日に発表された
USDA（アメリカ農務省）による報告書によると、ドイツ国
民の55％以上が肉の消費を減らしており、フレキシタリア
ンまたはそれに準ずるライフスタイルが普及しています。 
2021年のドイツ食品小売業における代替肉製品の売上高
は前年比32%増、ドイツ国内での代替肉製品の生産量も
17％増加し、2022年にはヴィーガン人口が150万人に達
しました(*5)。
　都市部の一般的なスーパーマーケットでは植物性製品
の取り扱いが増え、カフェやレストランではヴィーガンや
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